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れている子供さんがおられる学校においては、

実際に受講していただいて、エピペンの使用な

どについてもこのような資料を渡しながら校内

研修会を開いていただいて、どこに置いてある

か、どういう状況で、どういうふうに処方する

かということまで具体的な講習をしていただい

ています。これについては、そういう該当の子

供さんがいるからということだけじゃなくて、

今後、大事な項目として全ての学校で知識を共

有するということが大事かなというふうに考え

ております。 

○小関勝助議長 １番、赤間広議員。 

○１番 赤間広議員 ありがとうございます。

子供の命を守るというのは、本当に私たち大人

の責任でありますので、今後とも学校教育につ

いて、ぜひしっかりと安心・安全な学校教育を

していただきたいと思います。 

 そしてまた、市長におかれましても、先ほど

遊具の件について、ぜひ早急にと言っても時間

があるわけなんですけども、できるだけ早く遊

具をつくっていただければなというふうにお願

いしまして、私の質問を終わりたいと思います。

よろしくお願いいたします。ありがとうござい

ました。 

 

 

 我妻 昇議員の質問 

 

 

○小関勝助議長 次に、順位９番、議席番号７番、

我妻 昇議員。 

  （７番我妻 昇議員登壇） 

○７番 我妻 昇議員 本日最後の一般質問とな

ります。よろしくお願いいたします。 

 2013年も早いもので師走を迎えました。実は、

昨年も同じように感じたのでありますが、なぜ

か１年がとても短く感じられてしまいます。な

ぜ短く感じるのかなと。それは、諸説あるよう

でありますが、簡単に言うと、年とったからだ

そうです。皆さんはいかがでしょうか。年をと

るといろんなことになれてしまって、新鮮な感

覚がなく、毎日が予想の範疇を越えないため、

時間が早く過ぎてしまうということだそうです。

何だか寂しくなってしまいます。 

 しかし、もう一つ理由があるそうです。仕事

や趣味など充実した生活を送っている人は、ふ

と気がつくと驚くほど時間がたっているという

ことだそうです。私は、どちらの理由で時間が

短く感じるのか、よくわかっておりません。充

実した日々を送っているからでしょうか、ある

いは平々凡々な生活を送っているからでしょう

か。しかし、どちらにせよ時は早く過ぎてしま

う。考えれば考えるほどややこしくて、よくわ

かりません。こんなことを考えているから、時

間があっという間に過ぎてしまうのかもしれま

せん。あすのことや来年のことなどを全く考え

る必要がない、今、目の前のことだけを精いっ

ぱい生きている子供たち、親に守られているそ

んな純粋な子供たちのような感覚になることが

できれば、あるいは時間は長く感じるのかもし

れません。 

 それでは、一般質問に当たり、来年のことを

考えてみたいと思います。 

 市制60周年の取り組みについてであります。 

 これは、全く私の抱いているイメージにすぎ

ませんが、来年の市制施行60周年の関連事業は、

10年前の50周年の事業より盛大になるんだろう

なと思っております。振り返ってみると、10年

前はどうしても財政面で地味な取り組みになら

ざるを得なかったのではないかと思っておりま

す。本来なら50年とか100年とかといった区切

りのよい周年事業に力を入れるべきでありまし

ょうが、来年はさまざまな事業が重なる年でも

ありますし、活性化の起爆剤になってもらいた

いとの思いから60周年を盛大にお祝いすべきだ

と私なりに考えております。 
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 そこで、市長にお聞きいたしますが、来年の

60周年の方針や目玉事業はどのように考えてお

られるでしょうか。国全体では景気が回復基調

で、税収も伸びるということであります。しか

し、我々にはいまだその波は来ておりません。

景気の「気」は気分、気持ちであります。記念

すべき60年の年にできる限り市民の気持ちが高

まるような事業をしてはどうかと思っておりま

すが、市長のお考えをお聞きいたします。 

 来年はさまざまな事業が重なると述べました。

具体的には、体育協会60周年、長井線100周年、

大相撲長井場所、馬頭観音ご開帳、山形ディス

ティネーションキャンペーンなど例年にはない

大事業がたくさんあります。それに加えて、も

ちろん例年どおりの観光イベントや各種お祭り、

各種団体事業などがめじろ押しであります。こ

れらの行事やイベントには大勢の市民の皆さん

がかかわっていらっしゃいますし、大きなお金

が動くことでしょう。したがって、よりスムー

ズに事業が進むよう、60周年事業など市が関連

するイベント等の開催日など、方針を早目に示

したほうがよいのではないでしょうか。 

 12月から４月ぐらいには各地で総会が相次い

で開催されると思います。各団体の次年度事業

の方針が検討、決定される時期であります。60

周年にあわせて何かしようかとか、長井線に協

力しようなどと話し合いがなされるのかもしれ

ません。もし市の方針が遅くなってしまいます

と、後で混乱を招く可能性があると私は心配し

ております。特別な年を迎えるからこそ、早目、

早目の情報提供をお願いしたいと存じますが、

いかがでありましょうか。総務課長、観光振興

課長それぞれにお聞きするものであります。 

 また、市民を大いに巻き込んで、市民と一緒

に盛り上がる取り組みをしていただきたいと思

っております。さきに述べました大きなイベン

トは市民との協力体制が不可欠な事業でありま

すので、既に協議を進めているところもあるで

しょう。盛大かつ成功裏に終わるよう期待をし

ておりますが、そのほかの一般的な事業やイベ

ントにも目を向けてはいかがでしょうか。各地

区や各団体が計画している事業を把握し、協力

できるところを探す努力をしていただきたいの

であります。学校の学年行事や子供会、スポー

ツや文化芸術団体、福祉ボランティア団体など

の事業と市の60周年事業が一緒に盛り上がるよ

う取り組んでほしいと思っていますが、いかが

でありましょうか。これも総務課長、観光振興

課長にそれぞれ伺うものであります。 

 次に、市報を改革してはどうかという提案で

あります。 

 新聞や市報を読まない方、行政情報に興味が

ない方にも行政は可能な限り情報を伝えなくて

はなりませんし、いつも読んでいただいている

方々のためにも、さらに読みやすい紙面づくり

を目指すべきであると思っております。そこで、

60周年を契機に市報の改革をしてみてはどうで

しょうか。時代に合った見せ方があると思いま

す。若い世代でも、つい手にしたくなるような

表紙やイメージがあると思います。しかし、自

分たちだけで一生懸命頑張って考えたところで、

なかなか思うようにいかないのではないでしょ

うか。そこで、例えば大手の広告代理店などの

知恵をおかりするというのはいかがでしょうか。

誰に何を伝えるのか、読む人の立場に立って考

え、まさに伝えるコツを提案してもらうのです。 

 市報のほかに、「あやめＲｅｐｏ」やホーム

ページ、フェイスブック等で情報発信している

のは高く評価いたしますが、市報そのものの見

直しも必要だと思います。市報とそれらを上手

に連携させることも必要だと思います。以前、

市報と議会だよりをタブロイド版で一緒にして

はどうかと提案いたしましたが、再度検討する

こともあわせて総務課長に伺うものであります。 

 次に、土日開庁を検討してはどうかという質

問であります。 
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 毎週月曜日、夕方６時までの窓口延長は、市

民にとってありがたい市民サービスだと思いま

す。しかし、なかなか浸透していないのではな

いかという思いがあります。もっと効果的な方

法で窓口を延長してはどうでしょうか。平成23

年の３月定例会で同じ質問をした際に市長は、

月に１回か２回、土曜か日曜の半日でも窓口を

開く、あるいは月曜の延長を７時までにするな

ど、検討していますと答弁していらっしゃいま

す。ぜひ行っていただきたい市民サービスです。

市民や地区長からの要望は特にないようでござ

いますが、半ば諦めているのではないかと思い

ますし、潜在的な要望はあるのだと感じており

ます。この際、60周年を節目に土曜や日曜の窓

口開庁を検討していただくよう希望いたします。

総務課長にご答弁をお願いいたします。 

 最後に、公共施設白書づくりについてであり

ます。 

 公共施設の老朽化対策、施設の統廃合、道路

や上下水道のインフラ整備などは、将来にわた

り半永久的に続いていく課題であり、避けては

通れない道です。しかし、何をどの程度、いつ

まで維持管理していくのか、どの程度の規模で

建てかえられるのか、費用は幾らか、将来どの

程度の利用が見込めるのかなどを考えるのは大

変難しいことだと認識しております。それらを

検討する際の基礎となるのが公共施設白書であ

ると考えております。市役所をどうするか、野

球場は、図書館は、あそこの道路はなどと、そ

れぞれ個別に計画を立ててしまっては次世代に

無責任であると言えます。特別な力で優先順位

が決まってしまっては、これからの市民は納得

しません。共通認識の上で方針や優先度を示し、

総合的、客観的、効率的に進められるよう、60

周年を契機に公共施設白書づくりに着手しては

いかがでしょうか。財政課長にご答弁をお願い

し、壇上からの質問といたします。（拍手） 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 我妻議員からは、市制60周年の

取り組みについてということで、ご質問いただ

きました。私からは、市制60周年の取り組み全

体についてご答弁させていただき、総務課長、

財政課長、観光振興課長からは詳細について後

ほど答弁いたさせます。 

 まず、現在考えております市制60周年の事業

につきまして、総体的な考え方を述べさせてい

ただきたいと思います。 

 我妻議員からご指摘がありましたように、今

から９年前の市制50周年事業は、財政再建中で

ありまして、十分な記念事業はできなかったと、

ならなかったというふうに考えて私もいるとこ

ろです。60周年は、周年事業の中で50年、100

年と考えた場合には大きな区切りの年ではない

という見方もありますが、私といたしましては、

60周年は還暦という考え方、日本古来からそう

いった考え方もありますので、50周年で大きく

できなかったこともあることから、大きな区切

りの年であるというふうに考えております。特

に120年が大きく取り上げられることはないと

いうふうに考えますと、60周年は特別な区切り

として盛大に記念式典を行うにふさわしい年で

あると思いますし、これまでの長い財政再建の

期間を乗り越え、財政状況も他の市並みになっ

た時期でもありますので、あわせて市民の皆様

と一緒にお祝いしたいと考えております。特に

来年度は、ＪＲ６社のディスティネーションキ

ャンペーンも行われますので、観光客誘致にも

効果のある記念事業を計画したいと考えており

ます。具体的な事業につきましては、まだ予算

編成前ですので、予定事業としてご理解をいた

だきたいと思います。 

 大きな事業といたしましては、我妻議員から

もありましたように、大相撲の巡業が長井黒獅

子場所として８月10日に開催される見通しです

ので、市としても共催というような形で支援し

たいと考えております。また、大相撲の日程に
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あわせ水まつりを１週間ずらしまして、さらに、

市民や各学校、保育所の児童生徒によるパレー

ドなど、例えばの話ですけども、あるいは市民

の皆様のちょうちん行列みたいなものをまちな

かでできないかと。多くの市民が集まり、お祝

いのできる事業にしたいなというふうに考えて

おります。さらに、行く行くは水まつりを中心

に３日間ぐらいの連続のお祭りに拡大し、長井

市の新しいイベントとして市内外から人の呼ぶ

ことのできる祭りに育てていきたいと考えてお

ります。市制10周年のときはパレードをしたと。

小学生、中学生の吹奏楽と鼓笛隊のパレードを

したというようなこともあったようですので、

そういったこととか、なかなか夏ですので、子

供たちが難しいとしたら、夕方あたりちょうち

ん行列とか、そういう今までやったことないも

のなどを検討するのもおもしろいんじゃないか

と、これ１つの例であります。 

 そのほかの主な事業といたしましては、長野

県の飯山市在住の高橋まゆみさんの人形展を何

とか長井市でできないかということで、依頼、

計画をしております。高橋さんは、平成15年か

ら22年までの間に全国95カ所で人形展を行い、

延べ180万人の観客を動員し、巡回展後は飯山

市に高橋まゆみ人形館を開設され、３年間で50

万人を超える入館者がある人気の人形作家です。

飯山市とは、フットパスや観光プラットホーム

づくりのかかわりで互いに交流をさせていただ

いておりますし、災害の防災協定なども結んで

おります。飯山市に協力をお願いし、人形展を

開催したいと考えております。 

 また、長井芸術祭もこれまで以上に幅の広い

分野での事業開催ができないかと考えておりま

す。具体的には、長井出身者で長井に在住ある

いは首都圏等々に在住している方でも、音楽活

動や演劇活動をされている方を中心にした発表

の場を新たに設けるイベントも芸術祭の一環と

してお願いできないものかと検討しているとこ

ろでございます。さらに、黒獅子まつりも、こ

れまでの１日だけの開催から２日間の開催を50

周年のときはしていただいたというふうに思っ

ておりますが、そういったことを検討、協議し

ていただいておりますが、これまで以上に活気

のある祭りにしたいと考えておりますし、場合

によっては８月の時期にそういった、これは黒

獅子まつりの実行委員会の意向もありますが、

３日間のパレードの中で、やっぱり夜そんなに

多くの神社のご協力は得られないかとは思いま

すが、できないかなども検討していただいてい

るところです。 

 ほかには、長い間、市勢要覧が作成されてお

りませんでしたので、60周年事業として作成を

予定しております。さらには、長井市が誇りま

す人間国宝の宇治紫文さんのご講演と、長井市

とゆかりの深い角野栄子さんにちなんだ事業を

角野先生とも相談しながら検討したいというふ

うに考えております。このほか、我妻議員から

ありましたように、馬頭観音のご開帳の年でも

ありますし、長井駅誕生100周年にも当たりま

す。山形鉄道では、山形鉄道のディスティネー

ションキャンペーンも長井市をことしはメーン

会場にしたいというふうなことも言っておりま

すし、来年はうま年ということもありますので、

馬頭観音のご開帳についてもいろいろ相談して

まいりたいと思っております。こうした事業と

連携して60周年事業を進めたいと考えておりま

す。 

 ほかに、今まで各種スポーツ大会につきまし

ても、冠をつけさせてもらって60周年事業とし

ての位置づけを行い、元気な市民が集まる場づ

くりを進めながら、市民とともにお祝いできる

体制をできるだけ早く進めてまいりたいと考え

ているところでございます。私のほうからは以

上です。 

○小関勝助議長 中井 晃総務課長。 

○中井 晃総務課長 それでは、私から我妻議員
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の質問にお答えいたしまして、市制60周年事業

の市の方針を早く出すべきではないかというの

と、市民と一緒に盛り上がる取り組みを、並び

に市報の改革並びに土曜開庁につきましてお答

えをさせていただきます。 

 初めに、60周年記念の事業についてでござい

ますが、できるだけ早く示すべきという提案、

大変ありがとうございました。長井市内の各団

体の26年度の予算編成ですとか、事業予定を組

むに当たりましても、60周年事業の方針を早く

示す必要があるということは議員と同様に感じ

ておりましたけれども、予算編成の最中であり

ますし、まだ議会へも提案されてない状態で、

どのような形で方針を示すべきかというののタ

イミングを検討しているところでございました。

議員からのご提言もいただきましたので、今後、

市長の方針を受けまして、財政の予算編成状況

を見ながら、できるだけ早いうちに来年度の市

制60周年事業につきまして、方針ですとか事業

の骨子を示していきたいというふうに考えてお

ります。 

 また、市民と一緒に盛り上がる取り組みをと

いうことですが、やはり来年度、体協等の60周

年事業もありますし、いろんな団体で節目の年

というところがございますので、こうした団体

と事業につきまして、できるだけ早目に調整し、

一緒に事業できるように早目の働きかけを行い

ながら取り組ませていただきたいというふうに

考えております。 

 次に、市報も60周年事業にあわせて改革して

はどうかということでございますが、市の情報

提供につきましては、このたびフェイスブック

をスタートさせていただきましたので、このフ

ェイスブックの反応を見まして、市報について

も、より多くの市民の皆さんに見ていただける

よう紙面構成等の検討もさせていただきたいと

いうふうに考えております。また、広報担当者

を毎年、広報編集の研修会に参加させておりま

す。また、賞をとったほかの市の市報を取り寄

せまして、紙面の状況を検証いたしまして、長

井市もどのような形で紙面をレベルアップすべ

きかというのを職員でも自主的に検討、検証し

ているところでございます。 

 また、ことしの「あやめＲｅｐｏ」につきま

しては、１月発行の第６号につきましては東北

芸術工科大学の学生に編集をお願いいたしまし

て若い感覚でつくっていただきますので、こう

した紙面も参考に市報へ反映をさせていただき

たいというふうに考えております。これからも

魅力のある紙面づくりのために、職員のレベル

アップにつきましては、研修会への参加並びに

いろんな参考となりますような手法を勉強させ

ていただきながら、レベルアップにつきまして

は引き続き努力をさせていただきたいというふ

うに考えております。 

 また、議会だよりと市報を一緒にタブロイド

版にできないかという件でございますが、行政

と議会の役割、立場がそれぞれ違いますので、

これを同じ市報に入れてしまうというのは市民

の方に誤解を与えるという一面もありますので、

もう少しこの辺は議会の皆さんとも十分に協議

していただいて、今後の方針というのを打ち合

わせする必要があるんではないかなというふう

に考えております。 

 次に、土日の開庁につきましてでございます

が、今の電算システムでは、土日に開庁しまし

ても基本的に新たな費用が発生しないシステム

になりましたので、土曜開庁につきましてはシ

ステム上の障害はなくなってございます。ただ、

現在、市民課の窓口で月曜日に窓口延長してお

りますけれども、平成22年度から25年の11月ま

での利用状況を集計をしていただきました。そ

れを見ますと、利用者は少しずつはふえるよう

な傾向にはございますけれども、１回当たりの

利用者は３人から５人といった状況でございま

す。また、延長の窓口利用者からは、市民課以
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外のほかの窓口の開庁の要望は出ておりません

し、市政座談会等でも土日の開庁に対する要望

は特に出されていないというのが、我妻議員の

質問でもございましたが、現状でございます。 

 延長窓口の利用状況を見ますと、住民票と印

鑑証明の発行が非常に多くなっております。こ

うした市民のニーズを踏まえまして、より便利

なシステムを検討すべきではないかというふう

に考えております。ほかの自治体では、住民票

や印鑑証明といったものをコンビニでも交付で

きるような検討を始めておりますし、コンビニ

の業界でも、こうした証明発行に向けた受け入

れ体制の整備も進められておりますので、市民

のより望んでいるサービスをどうやって提供す

るかというところをこれから検討させていただ

きまして、ニーズに合わせたサービス提供を考

えていきたいというふうに思っております。 

○小関勝助議長 齋藤環樹財政課長。 

○齋藤環樹財政課長 私のほうからは、（５）公

共施設白書づくりに着手してはどうかのところ

につきまして答弁させていただきます。 

 第５次総合計画に係る公共施設等の整備につ

いて、分野別ではなく、総合的に検討する庁内

組織として公共施設等整備庁内検討委員会がこ

の10月に設置され、10月16日に第１回委員会を

開催しております。委員長である副市長以下、

関係課長12名で構成し、総務課、財政課、企画

調整課が事務局となっております。公共施設の

整備検討手法として、公共施設マネジメントに

代表される考え方が注目されており、いわゆる

公共施設白書につきましては、一般的にその一

環、前提作業として位置づけされていると理解

しております。 

 このような公共施設マネジメントのような考

え方は有益な手法ということですが、課題は、

現状把握、いわゆる白書の作成を含めたさまざ

まな作業に時間とコストを要すると、なかなか

具体的なマネジメントまで結びついている例が

少ないということがございます。そうはいいま

しても、公共施設の老朽化対策につきましては

地方公共団体共通の大きな課題でございまして、

総務省が地方公共団体負担軽減の観点から公共

施設老朽化対策支援の一環といたしまして、施

設水準、民活導入、地方財政措置、国の財政支

援など、財源面のノウハウも含んだ対策のマニ

ュアルのようなものを今年度中に作成する予定

と聞いております。 

 今後、庁内検討委員会が整備方針等について

協議する過程で、必ずしも白書という形式でな

くとも、公共施設の現状把握とその取りまとめ

につきましては必要と思われることから、先ほ

ど申し上げました国の動向や考え方を踏まえ、

既存の資料の活用も含め、事務負担が少なく、

実効性のある手法も含め検討されていくものと

考えております。私からは以上でございます。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 市政60周年の取り組み

について、観光関連のことについて私のほうか

ら答弁させていただきます。 

 観光関連につきましても、いずれのイベント

もパワーアップして臨むことが必要かなという

ふうに考えております。ただ、流動的な部分が

非常に多いものですから、これからお話しする

ことは確定ということではなくて、予定という

ことで捉えていただきたいと思います。 

 まず、白つつじまつりですけれども、例年ど

おり５月10日から31日の線でやりたいと思って

おります。 

 続きまして、黒獅子まつりでございますが、

５月23日、金曜日に前夜祭、翌日の24日、土曜

日に本祭りというところを本線として考えてお

ります。ただ、10年前は２日間開催というふう

なことをやっておりました。ですから10年前の

２日間開催、あるいは一方で、２日開催がちょ

っと大変だと、警備の方の関係で非常に大変だ

という意見もございまして、だから２日目のも
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う一つを別の日にできないかというご意見もご

ざいまして、調整中でございます。 

 あと、あやめまつりが６月14日、土曜日から

７月６日、日曜日にかけてというふうなことを

予定しております。山形ディスティネーション

キャンペーンが６月14日土曜日から開始されま

すので、恐らくあやめまつりについては日程変

更がないと思っております。 

 あと、水まつり、最上川花火大会でございま

すけれども、８月９日、土曜日、例年より１週

間おくれというふうな線で話が進んでおります。

例年より１週間遅れるのは、先ほど話があった

ように、大相撲長井場所が翌日の10日、日曜日

に開催されるというふうなことで、それとの相

乗効果を高めたいというふうなことで、変更を

今のところ予定しております。このほかにもい

ろいろ話が出ておりまして、決定次第、できる

だけ速やかに市民の皆様にお知らせしたいとい

うふうに考えております。 

 市民の皆さんと一緒に盛り上がるような取り

組みをすべきだという議員のご指摘は、ごもっ

ともかなと思っております。やっぱり市民のご

協力がいただけないと観光のイベントは盛り上

がりませんし、何ともうまくいかないというこ

とがあります。観光のほうではＡＮＯ会議とい

うのが設けられております。観光の関係団体が

相互に情報交換をするようにというようなこと

で設けられた会議でございます。これによって

結構充実してきたのかなと考えております。 

 ＡＮＯ会議というのは、アルファベットでＡ、

Ｎ、Ｏと書いてるんですが、何かの頭文字をと

ったというわけじゃなくて、最初この会議がで

きたときにまだ名前がついていなくて、「あの

会議よ」というふうに言ってたことが、そのま

ま会議の名前になってしまいまして、ＡＮＯ会

議ということで今も続いておる会議でございま

すが、それには各観光関係の実務担当者が皆さ

ん集っていただいておりまして、横の情報交換

をやっていただいております。我妻議員にもこ

れに参加していただいておりまして、大変あり

がたく思っております。こういった状況に満足

することなく、ＡＮＯ会議の支援をさらに受け

ながら横の連携を強めていって、うまくやって

いきたいと思っております。以上でございます。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ありがとうございました。 

 最初に、予算編成前でタイミングをはかって

いたという話なんですが、しかも来年のような

大きな事業を抱える予定を予算編成前だからと

いって控えるというようなことではなくて、や

はりどんどんこういう考えはあるんだというこ

とを全然言って構わないと思うんですけれども、

もしも差し支えなければ、例えば60周年記念事

業は何月何日にするんだというようなことも言

っていただいたほうが、先ほど出したように、

体育協会の60周年が11月に考えてるなんていう

話を先日聞いたものですから、その辺どうなる

んだろうなというふうに素朴に疑問に思ったり

するわけです。 

 それが、もしも情報のやりとりで、先ほどの

長井ダムの話じゃないですけれども、知らなか

ったとか、そんなに人が来ると思わなかったな

んていう情報のやりとり、意思の疎通がなって

ないなんていうと大変なことになりますので、

差し支えなければで構いませんが、もう一つ、

式典、60周年の式典等、具体的に言えるような

ところがあれば、私は言って全然差し支えない

と思うんですが、いかがか、市長に言ったほう

がいいですか、総務課長のほうがいいですか。

総務課長ですか、お願いします。 

○小関勝助議長 中井 晃総務課長。 

○中井 晃総務課長 それでは、お答えいたしま

す。 

 通常の式典は、市民表彰等を11月３日に行っ

ておりますけれども、そういった式典等は11月

３日になるのではないかというふうに考えてお
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ります。ただ、イベントとしては11月ではちょ

っと遅過ぎる嫌いがありますので、もっと早目

の時期ということで現在検討しております。先

ほど市長のほうからもお話がありました高橋ま

ゆみさんの人形展につきましては、まだ実施時

期が調整ついておりませんので、その実施時期

にあわせてほかのイベントをどうするかといっ

たことも出てくるのかなというふうに思ってお

ります。 

 また、観光振興課長からありましたように、

黒獅子につきましては、５月に２日開催できな

い場合は８月あたりというふうになっておりま

すので、必ずしも同じような時期に全て合わせ

られるということではございませんけれども、

できるだけある程度の時期に集中をしまして、

60周年の記念のイベントであるということがわ

かるようにはしたいというふうに考えておりま

す。そうした時期を考えますと、９月は議会が

ございますので、10月あたりがメインの事業の

時期になるのかなというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 式典は11月だが、ソフト

事業ということでしょうか、メイン事業は10月

あたりでというふうな方針があるということで

理解しました。市民と一緒に盛り上がろうとい

うことの前提として、こう考えてるんだよとい

うことをなるべく言って、皆さんからアイデア

をもらうというのが大切な感じがいたします。 

 各団体も長井が60周年迎えるんだという話は

大分わかってらっしゃる、役員の方々などはわ

かってらっしゃる人が多いですし、何かしなく

ちゃなという、市民として、あるいは団体を任

されている役員の方として、何かしなくちゃ、

協力しなくちゃと思ってる方が多数いらっしゃ

ると思いますので、ぜひそういった方を巻き込

んで、市で全て抱えるんではなくて、市民参加

型の60周年できたらすてきだなというふうに思

ってますんで、ぜひともそこら辺は柔軟な発想

でというんでしょうか、予算が通ってないから

とか、そういうことじゃなくて、なるべくその

前でも巻き込んでいただきたいなというふうに

思ったところです。 

 そのほかに、今いろいろやりとりした以外で

も、例えば８月29日、馬肉の日ってここ２年間

ほど盛り上がってるんですけども、それにあわ

せて商工会議所が産業フェアをその日にあわせ

てやりたいとか、そういったことも考えてらっ

しゃるようです。そういったものを出し合うと

いうのが大切ではないかなと思っております。 

 また、私が実行委員してるんですが、置賜八

食祭、３市５町の置賜広域行政事務組合の八食

祭も長井に誘致したいというふうに今申し上げ

ておりまして、企画調整課の職員の方と一緒に、

高畠町と米沢市と南陽市で開催されましたんで、

次はぜひ西置賜でということで、長井に来年持

ってきたいなと。かなり集客力のあるイベント

ですので、そういったことも考えますと、より

具体的にもう今から来年の60周年の話をすべき

だなというふうに思っております。 

 また、青年会議所が山形でアジアの大会、で

っかい大会があるということで、その関連もあ

って青年会議所の山形県のブロック大会が長井

であるとか、ここも多分数百人いらっしゃると

思うんですけども、そういった細々とした情報

も入れて、早い段階で、先ほどＡＮＯ会議とい

う話もありましたけども、ぜひ市民を巻き込ん

だ大きなイベントにしていただきたいなという

ふうに、一年にしていただきたいなというふう

に思っております。市長、もう一度ご見解をお

願いいたします。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 我妻議員からただいまご提言い

ただいたように、これは市役所だけでのお祭り

ではありませんので、市民をいかに巻き込んで

いくかということで、できるだけ早いうちにも
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う一回まずは庁内で調整会議を、プロジェクト

チームまで持っていくかどうか、そこら辺の判

断はもう少し情報を集めてというふうに思って

ますが、我妻議員からもありましたように、八

食祭をまた何か高畠でやるというような話が出

てまして、我妻議員が頑張っていただいてるよ

うに、私のほうには声かからないんですが、と

にかく今回は西置賜でしてほしいと。なぜ同じ

ところで２回しなきゃいけないんだということ

で、来年は八食祭を長井でぜひしたいと思いま

すので、お力添えいただきたいと思いますし、

あと、市のほうでも、今年度から長井青年会議

所の要請に応じて市の職員を３名研修という形

で参加させています。 

 そちらのほうから報告をいただいてますが、

来年は山形県のアジアの大会でしたっけ、山形

であるということですが、県の大会は長井で、

つつじ公園を会場に外でやりたいという話など

も聞いておりますし、そういった情報をやっぱ

りできるだけ早目に一元化して、まずは庁内で

連絡体制をきちっととりながら、いろんな団体

全体での来年の取り組みをできるだけ早い時期

にしていきたいと思いますので、ぜひいろいろ

ご提言とか、あるいは情報提供をお願いしたい

というふうに思います。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ありがとうございます。 

 スポーツ大会に冠大会をつけると、60周年の、

とてもいいと思います。私、卓球協会で卓球大

会やっていますけれども、あやめ杯・卓球大会

というと、賞品がもらえたりすると参加者がふ

えるんですよね。単純なことなんですけども、

重要なことで、それを市のほうで予算をつけて

いただいて冠大会にするということでスポーツ

振興に直結するんですね。各スポーツ協会の

方々のやる気も違ってきますので、ぜひこのス

ポーツ冠大会は、なるべく豪華なというんでし

ょうか、派手な感じにしていただけると、これ

は盛り上がるんじゃないかなと思います。 

 また、水まつり、花火大会は、８月９日に1

週間ずらしてということで、そうすると、関連

するのが各地区の子供会の行事です。大概８月

の最初の第１土曜日ですので、何かキャンプと

かいろんな子供会事業とかぶってしまって、子

供たちが花火大会に行くべきか、キャンプに行

くべきかで迷うなんていう話をよく聞くんで、

なるべく早目に８月９日なら９日というふうに

もう確定させてしてほしいというところですが、

これはどうしたらいいんですかね、観光振興課

長に聞いたほうがいいんでしょうか、市長です

かね。これは、でも観光協会に委託するわけで

すので、観光協会の意向もあるかと思いますが、

ここはなるべく早く確定させていただきたいと

思うんですが、観光振興課長ですか、よろしく

お願いします。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 観光協会に早目に要請

して、早目に決断をいただきたいと思います。

議会のほうも、ご支援のほうよろしくお願いし

たいと思います。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 協賛金の話、蒲生光男議

員からもありましたけども、協賛金たくさん集

まるように私たちも手助けできる部分があれば

したいというふうに思います。 

 ついでに言って済みません。観光パンフレッ

トを、るるぶさんにでしょうか、最初の案では、

ですが、昨日の話でしたっけ、昨日では、るる

ぶさんでなくて違うやり方でつくっていくとい

う話でしたけれども、３月までにつくるわけで

すよね、年度の予算ですので。そうすると、ま

ち歩きがどういうふうに表現するのか、いろん

な観光のブックをつくると思うんですが、あれ

多分皆さん知ってらっしゃるんですかね、こう

いう情報を載せてほしいとか、こういうこと、

ここの情報を上げてほしい、そういうすごいパ
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ンフレットをつくるんだったら、こういうこと

を載せてほしいと思ってらっしゃる方がいるん

じゃないかなと思うんですけども、そういった

方々に声をかけてつくってらっしゃるんでしょ

うか。 

○小関勝助議長 鈴木広弥観光振興課長。 

○鈴木広弥観光振興課長 山形ディスティネーシ

ョンキャンペーンの旅行商品造成事業につきま

しては、現在進行中でございます。10月からス

タートしたこともあって、ちょっと大変な状況

になっておるんですけども、方針としましては、

やっぱりまち歩きのことをやりたい、まち歩き

そのものを旅行商品にしたいというご意見が多

かったものですから、何とかそれをしたいと思

っております。 

 それまでですと、一応広域的な取り組みを中

心として、隣境のやつということですから紹介

する部分はほんのちょっとだったんですけども、

まち歩きそのものを商品とした場合は、コース

図、それは間違いなく必要ですし、コース沿い

にあるいろんな見どころについての紹介も必要

ですし、それからお店の紹介はもちろん必要だ

と。それから何よりも、いろんな商店のそうい

った顔、皆さんのもてなす人の顔、そういうも

のを出す必要もあるというようなことで、かな

り欲張りなちょっと内容になってしまいまして、

そうなると、ページ数もふやさざるを得ないと

いうふうなことでやっております。これにつき

ましては、これから具体的に各商店さん、ある

いは各名物の情報収集ということに入っていく、

現在は、基本的にどういうふうな構成にするか

というふうなことを組んでいる段階でして、も

うちょっと時間がかかるかなと思っております。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 わかりました。大分日程

的にきついんじゃないかなというふうに想像つ

くんですが、ぜひいいものにしていただきたい

と思います。 

 市報についてですけども、フェイスブックを

試験運行というんでしょうか、試験的に開設を

して、それらを見てから市報のあり方なども検

討していくというような答弁だったと思います

が、フェイスブック、私、実はヘビーユーザー

で、かなり毎日フェイスブックでいろんなこと

をやってるんですけれども、フェイスブックを

見て、まずその利用状況を見てから市報のほう

にも検討するということであれば、ぜひフェイ

スブックを使ってる方々からも意見、私なども

含めてですけども、意見聞いてほしいなという

ふうに思います。 

 「あやめＲｅｐｏ」を学生さんに編集しても

らうというのは、とてもいいことではないかな

というふうに思います。私、先ほどは広告代理

店というような話をしましたけれども、何もそ

れが全ていいということじゃありませんので、

学生さんの感覚というんでしょうか、センスを

取り入れた編集をするというのは大変いいこと

だと思います。その市報の検討について、もう

一歩具体的に踏み込んでご答弁いただけません

か。 

○小関勝助議長 中井 晃総務課長。 

○中井 晃総務課長 フェイスブックにつきまし

ては、利用者からの反応が見られますので、ど

ういったフェイスブックの情報が反応が高いの

かというところを見せていただきまして、市民

が求めてるニーズというのはどういうところに

あるというのを判断させていただきまして、そ

ういったニーズに合わせた紙面構成、どういっ

たところに重点を置くかというところを参考に

させていただきたいというふうに考えておりま

す。 

 また、芸工大の生徒にも今回紙面作成をして

いただきますけれども、先ほども言いましたよ

うに、職員も、研修等でどういった紙面構成が

今後必要かというのは十分に承知をしてきてお

ります。 
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 ただ、市報ですので、どうしても伝えなけれ

ばならない内容がございまして、限られた紙面

の中にそれを入れようとしますと、非常に余裕

のない、スペース的にはかなり窮屈な形になっ

てしまうというのは、それは職員も承知をして

おりました。より見ていただくためには、文字

数を減らしまして、画面で訴えるような紙面構

成が必要だというのは職員も十分に承知はして

おりますので、そういった、どのような形で改

善していくかというのはある程度は理解をして

おります。問題は、それだけの情報量を、どう

やって紙面の中に入れるかというレイアウトで

大分苦労してるというところがございますので、

その辺、今後いろいろ調整をさせていただきた

いと思います。必ずしも紙面の中に無理やり押

し込めるのがいいかというのも含めまして、こ

れから少し検討させていただきたいというふう

に思っております。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 ありがとうございます。 

 あと、議会だよりと一緒にというのは、なか

なか難しいという見解ですので、わかりました。 

 次に、土日開庁ですけれども、システムのア

ウトソーシングが進んでシステムの費用はかか

らないが、なかなかすぐにというわけにはいか

ないと。月曜日も１時間近くですか、45分間で

しょうか、延長してますけども、３人から５人

程度であるということで、これについては要望

もそんなに出てないということでしたけれども、

県内でも土曜日あけていますよ、日曜日に半日

あけてますよというのが数カ所あると思います。

済みません、私、調べてきませんでした、数カ

所だったと思うんですが、あります。あるいは、

何か自動販売機みたいな何かそんなの、ちょっ

と忘れましたけども、そういったことを取り入

れて、夜でもできるなんていうところもあった

りして、大変いろんな改革をしています。 

 長井市でも、納税はコンビニ収納を一部先行

して今年度中に、全てでしたっけ、全ての収納

はコンビニ収納できますよね。あれは、市民か

ら強烈なニーズで、してくれ、してくれという

ふうに頼まれてやったわけではなくて、より納

税がしやすいように、より利便性が高まるよう

にということでやったかと思います。窓口延長

なんかも、ニーズがどうだとか、そういった要

望が上がってこないからというのはちょっと違

うのかなと。全国的にもやってらっしゃる自治

体がありますので、ぜひ月に１回でもいいです

から、市長も以前おっしゃっていたように、土

曜日とか日曜日、半日でもいいと思います、や

ってみるということはいかがでしょうか、市長。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 我妻議員おっしゃるのはよくわかるんですが、

いろいろ検討した際に、例えばシステムを動か

して、それは窓口をちゃんと、印鑑証明とか住

民票がメインだとしても、やっぱり四、五人は

出勤しなきゃいけないだろうというふうなこと

を考えますと、かなり人的に負担をかけるのか

なと。それでどのぐらいの効果といいますか、

需要があるのかというふうに考えますと、もう

ちょっとのところでコンビニのほうで24時間、

多分24時間でできると思うんですが、住民票と

か、あるいは印鑑証明はとれるような体制がで

きますので、まだ現在、全国の1,700ぐらいの

自治体の中で二、三十ぐらいしかしてないんで

すけども、そういった状況になれば、ある程度

の市民の皆様の利便性が図れるだろうというふ

うに思ってます。 

 やっぱり一番の課題は、例えば四、五人の人

が土日出ますと、交代で出るとしても、何らか

の形で窓口業務に非常に負担をかけるというこ

ともあります。ですから、まずは、確かに月曜

日１日だけ１時間延長の６時まででいいかとい

うこともあるんですが、もう少し、６時まで月

曜日やってますよというＰＲが足りないような
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気もします。ですから市報のことも我妻議員が

おっしゃるのはよくわかるんですが、市報は市

報で非常に重要だと思いますし、休日の窓口に

ついてどうするかということについても、再度

現場の市民課はじめそちらのほうの体制も考え

ながら、なお再度検討してまいりますが、まず、

２年から３年以内ぐらいにコンビニでそういう

発券できるような体制を長井市でも取り入れて

いきたいと思いますので、ご理解いただきたい

と思います。以上です。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 コンビニで住民票の手続

ができるのは、見てきました。これ、さっき竹

田議員がトイレの話で神奈川県秦野市の話をし

ましたけれども、役所の敷地内にコンビニがあ

りまして、そこに年間1,200万円ぐらいで、駐

車場等その全て土地と売り上げなども入れて上

がるそうなんですけども、そこでは住民票の交

付をコンビニでやってらっしゃいました。あと、

観光物産館が隣あわせでありまして、日曜日だ

ろうが何だろうが手に入るし、便利なんですね、

とにかく便利で、人がいっぱい買い物してらっ

しゃいまして、市の刊行物、本とか冊子、いろ

んなものも置いてあったし、とても便利だなと

いうふうに感じてきましたんで、もうコンビニ

でそういうことが可能ということであれば私も

強く申しませんけれども、ぜひ努力されて、よ

り利便性の高いものを目指していただきたいな

というふうに思いました。 

 最後に、白書ですけれども、公共施設白書と

いうのは何がまず一番の肝かというふうに思い

ますと、情報の共有ではないかなというふうに

思います。どういう施設が、どういう道路が市

で管理して、橋があって、公共下水道があって、

水道があって、建物があって、学校やいろんな

福祉施設があってということで、それらが、も

ちろん当局も市民も議会もみんなで共有した状

態で、何からやっていこうか、あるいは統廃合

すべきだ、今と同じ面積を、建物を、道路を全

て維持管理していく、今後10年も30年も維持管

理していくのは無理だよねと。じゃあ、何か考

えていこうというような共通認識のために一番

必要なんではないかなというふうに思いますの

で、先進事例のような行き届いた分厚い冊子に

まとめるという作業は大変事務的な負担もかか

ると思われますので、先ほど言ったように、総

務省のマニュアルが出るとすれば、事務負担を

考えながら、そういうのをぜひつくっていただ

きたい。そして共通認識を持っていただきたい

と思いますが、市長、いかがでしょうか。 

○小関勝助議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 我妻議員おっしゃるように、まずは公共施設

の実態とか課題、そこの部分をしっかりと分析

したものを情報公開して市民の皆様にしっかり

と認識していただくというのが大切です。そう

いった意味では、現在そういう資料ある程度あ

るわけですね。ただ、それを白書という形でま

とめてはいないんですが、考え方として、やっ

ぱり白書みたいな形で市民にお知らせするとい

うことも重要だと思います。その際に、そこか

らの次のステップが難しいんですね。 

 私もいろんな座談会をしまして、かなり厳し

いお叱りを受けたのが何回もあります。どうす

るつもりなんだと、この施設をなくして、市長

はなくすと言ってると、みんなで反対しようっ

て、つるし上げに遭ったこともあります。女性

の団体からですね、これはひどかったです。い

や、それはなくすとは言ってないと、ただし、

この10年間は整備できないと、今後どうするか

については、みんなで意見交換しましょうと。

ただ、集中改革プランは、そこはなくすという

ふうに決めてるんですよね。ですからそこのと

ころをどうするかというところ、実はその次の

ステップが難しい。ですから公共施設のマネジ

メントにいく際に、そこでもうなかなかストッ
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プしてしまうんですね。ただし、議員おっしゃ

るように、白書というのは、しっかりと分析し

たものを市民の皆様にお知らせするべきだと思

います。 

○小関勝助議長 ７番、我妻 昇議員。 

○７番 我妻 昇議員 最後に、意見を述べさせ

ていただきますが、やはり白書をつくって、市

民からも考えてもらうと。いや、これではまず

いなと、いつまでもあれが欲しいこれが欲しい

と言ってちゃだめだな、もしくはこれとこれは

統合したほうが私たち使いやすいねということ

を市民から考えていただく、何か離れてる施設

を近くにあったら、もしかして便利なんじゃな

いか、使われてない部屋があるんだったら、こ

ちらの機能と合わせたらいいんじゃないかとい

う話を市民からしていただくようなことになれ

ば、大変、おもしろいと言うとおかしいんです

けども、市民参加型で公共施設のあり方を検討

できるというような、いわば理想形のようなこ

とができるんではないかなというふうに思って

ますので、ぜひ白書づくりに着手していただき

たいと思います。 

 これで終わります。ありがとうございました。 

 

 

   散     会 

 

 

○小関勝助議長 本日はこれをもって散会いたし

ます。 

 再開は、９日午前10時といたします。 

 ご協力ありがとうございました。 

 

 

    午後２時５５分 散会 




